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制度の趣旨

我孫子市では、平成26年度から本市の人口増加と若
い世代の定住化を促進し、魅力ある街づくりの推進を
図るため、市内に住宅を取得したものに対し補助金を
交付しています。

29年度からは、さらに効果のある補助金とするため、
市内東側への居住や市外からの転入に重点を置いた
制度に見直しを行いました。30年度からは加算補助額
の見直しを実施し、住みよいまちづくりを目指していま
す。



補助要件及び補助金一覧表

26年度～28年度の制度
（所有権登記日が平成29年3月31日までの方）

補助の種類 要 件 補助金額

基本補助 若い世代の住宅取得
我孫子市に住民票があり夫婦ともに４９歳以下の世帯、または
４９歳以下のひとり親世帯や単身者が住宅取得し、市民税の
滞納が無い場合

１０万円

加算補助
①

取得者に子どもがいる
申請時に１５歳以下の子どもがいる場合
（１５歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子ど
もが対象です。）

＋５万円

加算補助
②

取得者またはその配偶者の親又
は兄弟姉妹が市内に居住

取得者または配偶者の親または兄弟姉妹が１年以上継続して
我孫子市内に居住し、市民税の滞納が無い場合

＋５万円

加算補助
③

市内東側での住宅取得 我孫子市の東側地区で、住宅を取得した場合 ＋５万円

加算補助
④

取得者またはその配偶者が市外
からの転入者

取得者が、市外等から交付対象住宅での定住を目的とする転
入者である場合
※平成26年4月1日以降の転入かつ申請日からさかのぼって、
１年以内に転入した方が加算対象となります。
（１年以上我孫子市内に住民票が無いこと）

＋５万円

最大３０万円の補助！！



補助要件及び補助金一覧表

補助の種類 要 件 補助金額

基本補助 若い世代の住宅取得
我孫子市に住民票があり４０歳未満（既婚者の場合は夫婦どち
らかでも可）の方が住宅取得し、市税の滞納が無い場合

５万円

加算補助
①

市内東側での住宅取得 我孫子市の東側地区で、住宅を取得した場合 ＋１５万円

加算補助
②

取得者またはその配偶者が市外
からの転入者

取得者またはその配偶者が、市外等から交付対象住宅での定
住を目的とする転入者である場合
①転入日が申請日からさかのぼって1年以内
②転入日からさかのぼって1年以上我孫子市に住民票が無
かった
※上記①・②に該当する方が加算対象となります。

＋１０万円

最大３０万円の補助！！

平成29年度の制度
（所有権登記日が平成29年4月1日以降の方）



補助要件及び補助金一覧表

補助の種類 要 件 補助金額

基本補助 若い世代の住宅取得
我孫子市に住民票があり４０歳未満（既婚者の場合は夫婦どち
らかでも可）の方が住宅取得し、市税の滞納が無い場合

５万円

加算補助
①

市内東側での住宅取得 我孫子市の東側地区で、住宅を取得した場合 ＋１０万円

加算補助
②

取得者またはその配偶者が市外
からの転入者

取得者またはその配偶者が、市外等から交付対象住宅での定
住を目的とする転入者である場合
①転入日が申請日からさかのぼって1年以内
②転入日からさかのぼって1年以上我孫子市に住民票が無
かった
※上記①・②に該当する方が加算対象となります。

＋５万円

最大２０万円の補助！！

平成30年度の制度
（所有権登記日が平成30年4月1日以降の方及び登記日から
１年以内の方）



我孫子市と全国の人口ピラミッドの比較

20代後半から
30代前半が少
ない

我孫子市
（平成30年8月1日）

全国
（平成27年度）

25歳から35歳

25歳から35歳



東側地区について

東側地区の人口が減少している
市全体

人口 人口 比率 人口 比率

H26.8.1 133,434 87,982 65.9% 45,452 34.1%

H28.8.1 132,715 88,203 66.5% 44,512 33.5%

H30.8.1 132,331 88,074 66.6% 44,257 33.4%

西側地区 東側地区
年月日

東側地区

西側地区



制度の周知方法

○補助制度周知用カラーチラシの作成（平成３０年度：２，０００枚）

◇配布先（平成３０年度実績）

行政サービスセンター、市内子育て支援施設、家屋調査

市内住宅展示場、宅建協会東葛支部（柏、流山、野田、我孫子の地元不動産業

者約５５０社）他

○ホームページ、広報あびこ等



実績概要（ 26年度～28年度の制度※受付は29年5月末まで）

補助金制度の現状（平成２９年３月３１日までに所有権の保存登記をした方）

加算額： ①15歳以下（中学生まで）の子ども世帯
②親・兄弟姉妹が市内に住んでいる世帯
③市内東側での住宅取得世帯
④市外からの転入世帯

＋5万円
＋5万円
＋5万円
＋5万円

(26年度実績）
申請件数232件

内
訳

① 173件（75％）
② 121件（52％）
③ 64件（28％）
④ 78件（34％）

支出額 45,000千円
平均額 194千円
リフォーム補助併用 １１件
単身者 １８件

戸建新築 183件
戸建中古 28件
中古マンション21件

(28年度実績）
申請件数503件

内
訳

① 354件（70％）
② 247件（49％）
③ 142件（28％）
④ 195件（39％）

支出額 97,200千円
平均額 193千円
リフォーム補助併用 11件
単身者/ひとり親 43/18件

戸建新築 389件
戸建中古 49件
中古マンション 48件
分譲マンション 17件

申請者の年齢
20代 68件
30代 284件
40代 151件

申請者の年齢
20代 47件
30代 279件
40代 170件

(27年度実績）
申請件数496件

内
訳

① 363件（73％）
② 236件（48％）
③ 139件（28％）
④ 174件（35％）

支出額 95,200千円
平均額 192千円
リフォーム補助併用 11件
単身者 53件

戸建新築 381件
戸建中古 63件
中古マンション 51件

申請者の年齢
20代 19件
30代 133件
40代 80件

(29年度実績）
申請件数70件
※２９年5月31日
受付終了

内
訳

① 46件（66％）
② 39件（56％）
③ 17件（24％）
④ 25件（36％）

支出額 13,350千円
平均額 191千円
リフォーム補助併用 0件
単身者/ひとり親 5/ 0件

戸建新築 58件
戸建中古 4件
中古マンション 8件
分譲マンション 0件

申請者の年齢
20代 8件
30代 49件
40代 13件

我孫子市に住民票があり夫婦ともに４９歳以下の世帯、または４９歳以下のひとり
親世帯や単身者が住宅取得し、市民税の滞納が無い場合は基本補助１０万円



実績概要（ 26年度～28年度の制度※受付は29年5月末まで）

補助金制度の現状（平成２９年３月３１日までに所有権の保存登記をした方）

加算額： ①15歳以下（中学生まで）の子ども世帯
②親・兄弟姉妹が市内に住んでいる世帯
③市内東側での住宅取得世帯
④市外からの転入世帯

＋5万円
＋5万円
＋5万円
＋5万円

(26～29年度計）
申請件数1,301件
※２９年5月31日
受付終了

内
訳

① 936件（72％）
② 643件（49％）
③ 362件（28％）
④ 472件（36％）

支出額 250,750千円
平均額 193千円
リフォーム補助併用 33件
単身者・ひとり親 137件

戸建新築 1,011件
戸建中古 144件
中古マンション 128件
分譲マンション 17件

申請者の年齢
20代 142件
30代 745件
40代 414件



実績概要（ 29年度の制度※受付は30年5月末まで）

補助金制度の現状（平成２９年４月１日以降に所有権の保存登記をした方）

加算額： ①市内東側での住宅取得世帯
②市外からの転入世帯

＋15万円
＋10万円

我孫子市に住民票があり４０歳未満（既婚者の場合は夫婦どちらかでも可）の方が
住宅取得し、市税の滞納が無い場合は基本補助５万円

(29年度実績）
申請件数235件

内
訳

① 85件（３6％）
② 97件（41％）

支出額 34,200千円
平均額 146千円
リフォーム補助併用 4件
単身者/ひとり親 16/3件

戸建新築 197件
戸建中古 20件
中古マンション 18件
分譲マンション 0件

申請者の年齢
20代 43件
30代 166件
40代以上 26件

※申請件数235件のうち、15歳以下（中学生まで）の子ども世帯は165件

(30年度実績）
申請件数74件
※３０年5月31日

受付終了

内
訳

① 21件（28％）
② 30件（40％）

支出額 9,850千円
平均額 133千円
リフォーム補助併用 0件
単身者/ひとり親 2/0件

戸建新築 61件
戸建中古 4件
中古マンション 9件
分譲マンション 0件

申請者の年齢
20代 9件
30代 58件
40代以上 7件

※申請件数74件のうち、15歳以下（中学生まで）の子ども世帯は50件



実績概要（ 29年度の制度※受付は30年5月末まで）

補助金制度の現状（平成２９年４月１日以降に所有権の保存登記をした方）

加算額： ①市内東側での住宅取得世帯
②市外からの転入世帯

＋15万円
＋10万円

我孫子市に住民票があり４０歳未満（既婚者の場合は夫婦どちらかでも可）の方が
住宅取得し、市税の滞納が無い場合は基本補助５万円

内
訳

① 106件（34％）
② 127件（41％）

支出額 44,050千円
平均額 143千円
リフォーム補助併用 4件
単身者/ひとり親 18/3件

戸建新築 258件
戸建中古 24件
中古マンション 27件
分譲マンション 0件

申請者の年齢
20代 52件
30代 224件
40代以上 33件

※申請件数309件のうち、15歳以下（中学生まで）の子ども世帯は215件

(29,30年度計）
申請件数309件
※30年5月31日
受付終了



実績概要（ 30年度の制度）

補助金制度の現状（所有権登記日が平成30年4月1日以降の方及び登記
日から１年以内の方）

我孫子市に住民票があり４０歳未満（既婚者の場合は夫婦どちらかでも可）の方が
住宅取得し、市税の滞納が無い場合は基本補助５万円

(30年度実績）
申請件数70件
※8月31日現在

内
訳

① 26件（37％）
② 33件（47％）

支出額 7,750千円
平均額 111千円
リフォーム補助併用 1件
単身者/ひとり親 6/2件

戸建新築 62件
戸建中古 4件
中古マンション 4件
分譲マンション 0件

申請者の年齢
20代 15件
30代 45件
40代以上 10件

※申請件数70件のうち、15歳以下（中学生まで）の子ども世帯は54件

加算額： ①市内東側での住宅取得世帯
②市外からの転入世帯

＋10万円
＋ 5万円



30年度の予算・進捗

29年度の実績をもとに、平成30年に考えられる宅地開発等を加味して試算

補助単価 補助金支出額

50,000 424 100% 21,200,000

東側地区 100,000 102 24% 10,200,000

市外からの転入 50,000 169 40% 8,450,000

200,000 39,850,000計

項目 件数

基本補助金額

加算補助

(29年度の制度）
申請件数74件
※３０年5月31日

受付終了

内
訳

① 21件（28％）
② 30件（40％）

支出額 9,850千円
平均額 133千円
リフォーム補助併用 0件
単身者/ひとり親 2/0件

戸建新築 61件
戸建中古 4件
中古マンション 9件
分譲マンション 0件

申請者の年齢
20代 9件
30代 58件
40代以上 7件

◇予算

◇実績

◇進捗

8月31日現在で、予算ベースの４4％の申請がありました。

(30年度実績）
申請件数70件
※8月31日現在

内
訳

① 26件（37％）
② 33件（47％）

支出額 7,750千円
平均額 111千円
リフォーム補助併用 1件
単身者/ひとり親 6/2件

戸建新築 62件
戸建中古 4件
中古マンション 4件
分譲マンション 0件

申請者の年齢
20代 15件
30代 45件
40代以上 10件



課題

財源について

平成26年度から29年度までの4年間で1,536件、284,950千円の支出があり
ました。そのうち、国の補助金である社会資本整備総合交付金は、65,336千
円（22.9％）でした。この交付金は市の補助に対し50％を国が負担する事業
でしたが、実際の配分は年々減少傾向にあり、市の支出が増加しています。
平成30年度は国の負担が４５％に変更となり、実際の内示額は13.8％と
なっています。

単位：千円 単位：％

歳出 歳入
補助率 基本50％（45％）

我孫子市 社会資本整備総合交付金

H26年度 45,000 22,500 50.0

H27年度 95,200 12,500 13.1

H28年度 97,200 22,400 23.0

H29年度 47,550 7,936 16.7

H30年度 39,850 5,496 13.8

※Ｈ30年度の社会資本整備総合交付金は内示額

Ｈ30年度から社会資本整備総合交付金補助率は市の歳出に対し45％に変更となった。



今後について

他の制度と併せた活用を図る
市では、7月31日に「【フラット３５】子育て支援型・地域活性化型及び我孫
子市住宅リフォーム補助事業に係る相互協力に関する協定」を締結しました。
この制度は、本市への定住促進を図る我孫子市の補助制度「我孫子市住宅
リフォーム補助事業」と住宅金融支援機構が提供する住宅ローン「【フラット３
５】子育て支援型・地域活性化型」の連携により、所定の要件を満たした補助
制度申請者は同住宅ローンの利用対象となり、金利引下げ（当初５年間、年
▲０．２５％）を受けることができます。若い世代の住宅取得支援と併せて活
用が可能です。



【フラット３５】子育て支援型・地域活性化型の活用例

東京都在住の３９歳Aさん世帯（保育園に通う子供が２人）が、本市の東側地
区に中古住宅を購入し、リフォーム工事後に転入してきた場合。

借入金額：２，０００万円、返済期間：２０年、元利均等返済、金利：年１．３
５％、住宅リフォーム工事（３００万円）

①住宅リフォーム補助
５０万円（補助率２０％、上限５０万円）

②【フラット３５】子育て支援型
２３万円（当初５年間▲０．２５％で総返済額がお得に）

③若い世代の住宅取得補助
２０万円（市内東側地区・転入加算）

この場合、９３万円の優遇を受けることができます。



最後に

若い世代の住宅取得補助制度は、市内外の若い世
代の方に我孫子市への定住促進をアピールする事業
の一つとして、今後も他の制度と併せ、魅力ある制度
となるよう活用を図っていきます。


